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 計測制御分野で最新のシステムを提供する    ハビリス納入事例紹介 

業務用ＣＯ２ヒートポンプ試験システム 

ＣＯ２給湯機は、コンプレッサで大気の熱を汲み上げて給湯のための熱エネルギーとして利用するシステム

であり、ＣＯＰ（エネルギー消費効率）が３以上という、得られるエネルギーが投入する電気エネルギーの

３倍になるというエネルギー利用効率の高い製品です。代表的な製品は（財）電力中央研究所が開発し、各

メーカーが製造・販売している「エコキュート」で、２００８年末での設置台数が１５０万台を越える実績

があります。 「ウエーブリサーチャー」は「エコキュート」製品の開発段階から利用されており、ＣＯ２

を熱媒体として使用したヒートポンプシステムの他、エアコン等のＣＯ２を冷媒として使用する製品の開

発・試験用としても多数ご利用いただいております。 

当事例は業務用大型エコキュート製品の開発用として、横河電機㈱のデータアクイジションシステム「ＭＸ

１００」、「ＷＴ５００」電力計と「ウエーブリサーチャー」を使用してデータの計測と解析を行なっていま

す。 

(1)システム概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

制御盤 

・横河電機製ＭＸ１００ 
ﾃﾞｰﾀｱｸｲｼﾞｼｮﾝｼｽﾃﾑ 

・横河電機製ＷＴ５００ 
 電力計 

 

 

業務用エコキュート 
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「システムの概要」 
(1)業務用エコキュートは１０，０００Ｌ以上もの給湯を行なうことができ、従来のガスや石油を使用するボ

イラーによる給湯機に比べてヒートポンプを使用したシステムにより、高いエネルギー効率により燃料費

の削減が可能です。 

自然冷媒であるＣＯ２を利用した「エコキュート」は以下のような特徴があります。 

①オゾン層の破壊係数がゼロ、地球温暖化係数が１（フロン系冷媒の約１/１７００）であるＣＯ２を冷媒

に使用しており、自然にやさしい製品である。 

②ＣＯ２の高い加熱能力を利用しており、寒冷地でも電気ヒータを使用する必要がない。 

③エネルギー消費効率（ＣＯＰ）が３以上であり、ランニングコストを削減できる。 

④ガス等の燃焼部がないので火災の恐れがなく、クリーンである。  

  
(2)主な処理内容と「ウエーブリサーチャー」の改造点について 

①データ収集に関しては「ウエーブリサーチャー」の基本機能に「ＷＴ５００」電力計での電力関連デー

タ収集を追加しています。 

 主な改造点は収集したデータにより冷媒の能力計算や消費電力、成績係数（ＣＯＰ）の算出等、演算処

理や画面表示を行う部分を改造しております。 

②ＥＸＣＥＬによる試験成績書の作成機能を追加しております。 

 
（画面表示例） 
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